
第１回学校運営協議会（議事録） 

令和８年６月11日(木) 

午後２時30分～４時30分 

 

１ 校長挨拶 

   ３名の委員の方が変わり、新しい方とも学校を盛り上げていきたい。先日文化祭・体育祭

が行われた。多くの保護者や中学生が来校をし、生徒たちもよく頑張った。体育祭は午前中

暑くなり、熱中症症状の生徒が複数出て、１人は念のため救急搬送をした。生徒の負担を考

慮し、全体で２種目減らして実施をした。体調不良者は暑さだけが原因ではなく心の問題を

抱えている生徒もいる。さまざまなことを抱えている生徒は多い。いよいよ３年生は受験体

制へスタートをきった。本年度は４クラス完成年であり、９クラスあったころから減ってき

ている。来年の秋には 50周年式典をおこなう。今学校としてやれることをしっかりとやって

来年度の生徒募集に生かしていきたい。本日は貴重な御意見をいただきたく、よろしくお願

いいたします。 

 

２ 任命書交付（校長） 

 

３ 参加者自己紹介 

  参加者：委員６名（欠席者なし）  学校側４名（校長、副校長、教頭、事務長） 

 

４ 学校運営協議会について （副校長） 

 

５ 会長・副会長の選任（副校長） 

  会長に近藤氏、副会長に佐藤氏を選出 

 

６ 校内参観 富士東高校：１年 理数探究基礎、２年 しののめ探究 

 

７ 議事 

(1) 令和７年度学校経営報告書（自己評価）・学校関係者評価 (副校長) 

〈資料説明〉令和７年度「しののめ探究」取組報告・DX ハイスクール・令和８年度 

理数探究基礎実施計画書・台湾和平高級中学校来校記録・年度別卒業

生進学状況・令和８年度部活動大会結果・富士東高校新聞(どうなる⁉

富士、富士宮の公立高校) 

(2) 令和８年度学校経営計画・グランドデザイン・富士地区公立高校再編(校長) 

(3) 令和８年度学校経営計画の承認 

 (4) 本校に対する御意見・御要望、質疑応答 

  Ａ委員：１年生の授業ではとても集中していた。一人一台顕微鏡が与えられ、理数

に興味を持つようになるのではないか。本校の保護者や小・中学校の保護

者にも実際の授業をみてもらう機会があるとよい。１年生の理数探究基礎

は、今後の探究活動にプラスになる活動である。 

  Ｂ委員：富士の生徒が以前は三島・沼津にも行ったが、現在は静岡の私立に流れている。私

立はお金がかかるという現実的な話も世間に出てくるのではないか。 

初めて理数探究基礎の授業を見た。今後の探究活動の広がりに繋がっていくのでは

ないか。 

 



  Ｃ委員：学校経営計画書の「４本年度の取組の成果目標の数値目標」はどのように決定して

いるのか？→昨年度を踏まえて決定している。(校長) 

高校生、高校の教員の感じることや抱える問題が理解できた。特色が必要である。 

高校は通過点であるが環境を整えねばならないことがわかった。１年生の探究活動で

単位(共通言語である)や正確にものを測る、数値を扱うといったことを最初に体験で

きるのは将来有意義だと思った。それを感じ取れた生徒は伸びるのではないか。生徒

は能動的に取り組んでおり、先生方の授業への工夫を感じた。 

   Ｄ委員：生徒の興味、関心、意欲を感じられた。１年生で理数探究基礎をやるのは将来の

糧になるいい試みではないか。自分は文理を分けるのは嫌いである。来年度の定

員割れが予想できてしまうことが危惧される。広報をしようが、その通りにはい

かない。素晴らしいことをやっているので続けていくしかないが、本務職員 27

名でやるのは大変である。 

   Ｅ委員：中学生が私立へ流れていく。保護者を取り込んでいかないといけない。親を巻き

込むのがよい。学校アンケートで点数が低いところは施設・設備である。私立で

は施設が売りになっている。公立のいいところをいかに出していくかが必要。 

役員になってこどもの授業を見ることができる機会をいただいた。他の保護者に 

もぜひ授業をみてもらいたい。 

   Ｆ委員：分校職員室にきてくれる新聞部の生徒たちが授業を受けている様子を見ることが

できた。高校の授業を見ることができてよかった。東分校は、県内に 13校ある分

校の中で１、２を争うくらい高校といい関係を作っている。今後も分校と高校の

連携をさらに考えていく。 

 

８ 令和８年度校内コンプライアンス委員会の設置について(副校長) 

・令和７年度 不祥事根絶に向けた自己点検結果 

・令和８年度 不祥事根絶取組計画 

   教職員の生徒指導に係る共通ルール 

 

９ 事務連絡 

・ 第２回、第３回学校運営協議会の開催について…今後検討していく 

                                            


